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組
合
中
央
執
行
委
員
会
は
、

27
日
午
後
４
時
か
ら
、
先
の
就

業
規
則
「
改
正
」
で
追
加
さ
れ

た
〈
解
雇
規
定
〉
の
廃
止
を

求
め
て
団
体
交
渉
を
実
施
し
ま

す
。
人
文
支
部
が
こ
の
９
月
に

実
施
し
た
学
部
長
と
の
懇
談
の

席
上
に
お
い
て
も
、
人
文
学
部

労
使
の
一
致
し
た
要
求
と
し
て
、

廃
止
を
当
局
に
要
求
す
る
と
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
規
則
改
正
は
、
労
働
契

約
法
18
条
で
い
う
有
期
雇
用
職

２７日１６：００～（15:50本部棟１階集合）

就業規則の新解雇規定廃止を求めて

団体交渉です
旧：

第２４条 職員が次の各号のいずれかに該当する場合には、

解雇することがある。

（１）勤務実績が著しくよくない場合で、改善の見込みのな

い場合

（２）心身の故障のため職務の遂行に著しく支障があり、又

はこれに堪えない場合

（３）前２号に規定する場合のほか、その職務に必要な適

格性を欠く場合

（新設）

（新設）

（新設）

（４）天災事変その他やむを得ない事由により大学の事業

継続が不可能となった場合

（５）上記各号に準ずるやむを得ない事由が生じた場合

新：

第２４条 （現行に同じ。）

（１）勤務実績が著しく不良で、改善の見込みのない場合

（２）（現行に同じ。）

（３）（現行に同じ。）

（４）従事している業務を廃止する必要性が生じた場合

（５）従事している業務に係る資金の受入れが終了となり当

該業務を縮小する必要性が生じた場合

（６）配属されている組織を廃止する必要性が生じた場合

（７）（現行に同じ。）

（８）（現行に同じ。）

　

「
一
般
的
な
組
織
改
編
等
に
お
い
て
は
、
他
部
局
等
へ

の
配
置
換
等
で
対
応
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
人
員
整

理
の
必
要
が
生
じ
る
規
模
の
組
織
の
廃
止
に
つ
い
て
は
、

大
学
の
将
来
構
想
を
見
据
え
、
組
織
の
設
置
目
的
や
そ

の
達
成
度
、
予
算
等
か
ら
広
く
判
断
し
、
学
内
で
必
要

な
手
続
き
を
経
た
上
で
、
大
学
と
し
て
判
断
す
る
こ
と
と

な
る
」（
組
合
の
質
問
状
に
対
す
る
大
学
側
の
回
答
よ
り
）

本日
改
革
の
あ
お
り
で
の
解
雇

み
と
め
な
い 

ゆ
る
さ
な
い

員
の
５
年
経
過
後
の
無
期
雇
用

へ
の
転
換
後
に
発
生
す
る
と
思

わ
れ
る
解
雇
の
可
能
性
を
「
考

慮
」
し
た
と
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
規
定
は
現
職
の
常
勤

教
職
員
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

組
合
の
質
問
に
対
す
る
大
学

の
回
答
は
「
大
学
の
将
来
構
想

を
見
据
え
」
判
断
す
る
と
い
う

も
の
。
こ
の
規
定
は
、
大
学
改

革
に
と
も
な
う
組
織
廃
止
を
理

由
に
解
雇
を
可
能
と
す
る
も
の

で
す
。
廃
止
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

中
央
執
行
委
員
会
は
、
現
在
、

恒
例
の
学
長
交
渉
の
項
目
作
成

作
業
に
入
っ
て
お
り
、
み
な
さ

ん
の
声
を
集
め
て
い
ま
す
。
昨

年
も
学
部
周
辺
の
水
は
け
の
改

善
が
実
現
し
ま
し
た
。
ど
ん
な

内
容
で
も
支
部
役
員
ま
で
お
気

軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

これが就業規則の新解雇規定だ

みなさんのご参加を
よびかけます

学
長
団
体
交
渉
の

要
求
項
目
を
作
成
し
ま
す


